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令和 4 年 2 月 16 日

第 65 号

◆
仏
教
思
想
研
究
家
の
植

木
雅
俊
氏
が
『
日
蓮
の
手

紙
』
を
上
梓
、
同
著
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
１
０
０
分
ｄ
ｅ

名
著
」
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。

◆
日
蓮
聖
人
の
降
誕
か
ら

満
八
百
年
。
こ
の
勝
縁
に

聖
人
の
慈
悲
に
溢
れ
た
ご

消
息
が
広
く
紹
介
さ
れ
た

こ
と
を
心
か
ら
尊
く
、
有

難
く
感
じ
て
い
る
。

◆
民
放
連
の
定
め
る
放
送

基
準
に
は
「
宗
教
の
自
由
の
否
定
、

他
宗
教
の
誹
謗
中
傷
」
を
禁
じ
る

文
言
が
あ
り
、
近
年
は
「
日
蓮
は

他
宗
を
批
判
す
る
た
め
扱
え
な
い
」

と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
。
植
木

氏
の
『
日
蓮
の
手
紙
』
に
は
弱
い

立
場
に
置
か
れ
た
人
び
と
、
愛
す

る
人
を
失
っ
た
者
、
病
気
の
人
、

職
場
で
孤
立
し
リ
ス
ト
ラ
の
危
機

に
あ
る
者
を
励
ま
し
、
そ
の
心
に

寄
り
添
い
、
丁
寧
に
心
構
え
や
対

処
法
を
伝
え
る
人
間
味
に
溢
れ
た

日
蓮
聖
人
の
実
像
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
書
を
読
め
ば
、
独
善
的

で
偏
狭
と
い
う
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ

は
払
拭
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

◆
植
木
氏
は
「
日
蓮
聖
人
は
法
華

経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
を

読
ん
で
い
た
か
の
よ
う
だ
」と
語
っ

て
い
る
。
法
華
経
に
は
「
原
点
に

還
れ
」
と
い
う
仏
教
界
を
再
生
さ

せ
る
意
志
や
思
想
が
内
包
さ
れ
て

お
り
、
日
蓮
聖
人
も
生
涯
の
全
て

を
仏
教
再
生
、
仏
教
ル
ネ
サ
ン
ス

の
た
め
に
捧
げ
た
。
本
仏
釈
尊
と

上
行
菩
薩
。
そ
の
目
的
は
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。

◆
八
百
年
の
慶
讃
で
賑
わ
う
は
ず

の
境
内
は
コ
ロ
ナ
禍
に
か
き
消
さ

れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
「
正
し

い
仏
法
に
還
れ
」
と
い
う
久
遠
か

ら
の
サ
イ
ン
と
受
け
止
め
て
い
る
。

本
化
上
行
の
流
類
、
門
下
の
子
弟

の
責
任
は
重
い
。

◆
不
登
校
の
小
中
学
生
、
自
殺
し

た
児
童
生
徒
も
過
去
最
多
。
青
年

層
の
死
因
の
第
一
位
は
自
殺
。
私

た
ち
の
社
会
は
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
強
い
危
機
感
と
揺
る
ぎ
な
い

意
志
、
慈
悲
の
心
を
発
露
し
て
、

今
こ
そ
聖
人
の
不
軽
行
を
継
承
、

実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
全
国
の
宗
教
法
人
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
よ

り
多
く
、
寺
院
は
コ
ン
ビ
ニ
よ
り

多
く
、
僧
侶
は
警
察
官
よ
り
も
多

い
。
仏
教
の
再
生
は
社
会
の
再
生

に
直
結
す
る
。
世
の
た
め
、
人
の

た
め
に
、
仏
教
ル
ネ
サ
ン
ス
を
夢

み
て
聖
人
の
真
意
や
真
価
を
伝
え

て
ゆ
き
た
い
。　　
　
　
　
（
長
松
）
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令
和
三
年
十
一
月
十
八
日

（
木
）、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京

都
理
事
会
並
び
に
日
蓮
聖
人
御
降

誕
八
〇
〇
年
慶
讃
結
願
法
要
が
日

蓮
宗
本
山
頂
妙
寺
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
全
門
連
及
び
京
都
門
下
連

合
会
各
聖
各
位
、
大
阪
門
下
懇
話

会
理
事
長
等
、
計
四
十
七
名
が
出

席
し
た
。

　

午
後
二
時
、
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
慶
讃
結
願
法
要
が
開

式
。
会
場
寺
院
で
あ
る
頂
妙
寺
の

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理
事
会　

並
び
に

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
結
願
法
要
開
催
さ
る

田
中
日
淳
貫
首
猊
下
大
導
師
の
も

と
、
副
導
師
を
橋
本
一
妙
京
都
門

下
連
合
会
理
事
長
、
佐
野
充
照
同

副
理
事
長
が
勤
め
、
京
都
日
蓮
宗

雅
楽
会
の
荘
厳
な
る
雅
楽
演
奏
の

中
、
参
加
者
一
同
が
本
堂
に
参
列

し
て
法
味
を
言
上
し
た
。

　

式
中
、
中
川
法
政
門
下
連
合
会

理
事
長
よ
り
結
願
文
が
奉
上
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
よ
り
実
働
し

た
門
下
連
合
会
各
種
慶
讃
事
業

（
機
関
誌
「
門
連
だ
よ
り
」
合
本

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
結
願
法
要

　
　

結　

願　

文

　

霊
山
一
会
厳
然
未
散
南
無
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
、
南
無
平
等
大
慧

一
乗
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
本
化
上
行
高
祖
日
蓮
大
菩
薩
、
門
下
代
々
如
法
勲

功
の
先
師
先
哲
等
、
証
知
照
鑑
の
御
前
に
於
い
て
、
本
日
の
吉
辰
を
卜
し
恭

し
く
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年
記
念
慶
讃
事
業
」

結
願
の
式
典
を
挙
ぐ
。

　

伏
し
て
惟
る
に
、
高
祖
日
蓮
大
聖
人
の
末
弟
た
る
我
等
が
使
命
は
、
「
立
正

安
国
」
の
顕
現
の
他
あ
る
べ
か
ら
ず
。
文
応
元
年
、
日
蓮
大
聖
人
「
立
正
安

国
論
」
を
奏
進
せ
ら
れ
て
よ
り
、
星
霜
を
経
る
こ
と
七
百
六
十
一
年
、
此
の
間
、

数
多
の
先
師
等
に
よ
っ
て
連
綿
と
紡
が
れ
た
る
布
教
興
学
の
歴
史
は
、
唯
只

管
に
高
祖
の
心
願
達
成
を
目
指
し
て
歩
み
た
る
門
下
の
足
跡
あ
る
の
み
。

　

昭
和
三
十
五
年
、
祖
廟
を
中
心
と
し
日
蓮
大
聖
人
門
下
各
派
及
び
教
団
の

大
同
団
結
を
目
指
し
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
を
結
成
す
。
爾
来
、
挙
宗
一
致
、

弘
通
中
心
の
宗
是
を
充
実
し
て
、
正
法
宣
揚
の
大
旆
を
輝
か
さ
ん
と
、
数
多

の
事
業
に
尽
瘁
す
。
こ
れ
即
ち
、
現
代
社
会
に
於
い
て
、
民
族
・
国
家
・
宗

教
の
壁
を
越
え
、
御
題
目
を
広
く
世
界
に
弘
通
し
、
「
立
正
安
国
・
四
海
帰
妙
」

の
御
教
え
を
体
現
せ
ん
と
す
る
我
等
門
下
末
弟
の
本
化
菩
薩
行
な
り
。

　

「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年
」
を
迎
う
る
に
当
た
り
、
平
成
二
十
七
年
門
下

連
合
会
を
あ
げ
て
慶
讃
、
報
恩
の
誠
を
捧
ぐ
為
、
各
種
慶
讃
事
業
を
策
定
し
、

翌
二
十
八
年
よ
り
実
働
す
。

　

茲
に
そ
の
足
跡
の
一
端
を
述
ぶ
れ
ば
、
機
関
誌
「
門
連
だ
よ
り
」
合
本
の

作
成
、
「
門
下
連
合
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
嵐
圭
史
氏
に
よ
る
「
日
蓮

聖
人
御
遺
文
朗
読
劇
」
上
演
、
中
国 

西
安
草
堂
寺
結
集
、
草
堂
寺
経
石
碑
奉
納
、

即
ち
是
な
り
。

　

今
、
當
に
知
る
べ
し
、
此
等
の
事
業
は
、
我
等
門
下
連
合
会
の
歴
史
を
顕

彰
し
、
社
会
に
対
し
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
で
、
信
仰
の
増
進
・
御
題
目
と

の
新
た
な
る
結
縁
を
実
現
、
以
て
大
聖
人
へ
の
報
恩
の
誠
を
捧
ぐ
浄
業
な
り
。

　

此
の
盛
典
に
て
結
願
文
を
奉
読
す
る
の
仏
縁
に
巡
り
合
わ
せ
、
大
聖
人
の

娑
婆
世
界
に
降
誕
し
給
い
し
深
甚
な
る
因
縁
に
思
い
を
馳
す
る
時
、
昏
迷
せ

る
世
間
を
教
主
釈
尊
よ
り
賜
り
し
法
華
の
明
鏡
に
照
鑑
し
、
惑
乱
せ
る
衆
生

を
高
祖
大
聖
人
の
遺
さ
れ
し
題
目
の
大
船
に
搭
乗
せ
し
む
る
こ
そ
、
立
正
安

国
の
玄
意
深
趣
な
ら
ん
と
欲
す
。

　

我
等
が
生
き
る
今
こ
の
時
は
、
久
遠
無
窮
の
時
の
流
れ
に
比
す
れ
ば
大
河

の
一
滴
に
す
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
、
こ
の
一
滴
こ
そ
永
劫
の
未
来
へ
と
大
聖
人

の
願
業
を
繋
ぐ
も
の
な
り
と
確
信
す
。
そ
の
一
滴
に
は
、
本
日
の
盛
儀
を
迎

う
る
こ
と
能
わ
ず
に
化
を
他
に
遷
さ
れ
た
、
先
師
・
先
輩
・
同
輩
・
後
輩
諸

聖
人
の
魂
の
祈
り
を
包
含
す
。
数
多
の
祈
り
と
共
に
我
等
門
下
連
合
会
の
結

束
を
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
こ
と
を
誓
願
し
、
以
て
来
た
る
べ
き
立
正
安
国

達
成
の
本
時
を
今
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
祈
念
せ
ん
。

　

仰
ぎ
願
く
は
、
高
祖
日
蓮
大
聖
人
、
我
等
が
熱
誠
を
盡
く
し
て
実
施
せ
る
、

御
降
誕
八
百
年
慶
讃
事
業
の
既
に
成
れ
る
を
嘉
納
し
、
未
だ
成
ら
ざ
る
を
完

遂
せ
し
め
給
え
。
併
せ
て
祈
る
、
仏
祖
三
寶
照
鑑
を
垂
れ
給
い
て
我
等
末
代

門
下
の
昏
睡
を
醒
ま
し
、
大
聖
人
の
真
髄
を
諸
人
群
生
に
結
縁
な
ら
し
め
給

わ
ん
こ
と
を
。

　

正
法
興
隆　

国
土
安
穏　

末
法
萬
年　

広
宣
流
布

　

南
無
妙
法
蓮
華
経

　
　
　
　
　

維
時　

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
理
事
長　

中　

川　

法　

政

の
作
成
、「
門
下
連
合
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
嵐
圭
史
氏
に

よ
る
「
日
蓮
聖
人
御
遺
文
朗
読
行

脚
」、
中
国 

西
安
草
堂
寺
結
集
、

草
堂
寺
経
石
碑
奉
納
）
が
門
下
一

同
異
体
同
心
と
な
っ
て
無
事
に
円

成
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

続
い
て
田
中
日
淳
猊
下
よ
り
、

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
の
慶

讃
と
聖
人
へ
の
報
恩
の
誠
を
捧
ぐ

回
向
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。結願文を奉上する

中川法政理事長

回向文を読み上げる田中日淳猊下

　

法
要
後
、
本
堂
正
面
に
て
写
真

撮
影
。

　

小
時
休
憩
の
後
、
田
中
日
淳
猊

下
に
よ
る
『
頂
妙
寺
の
沿
革
』
に

つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
、
頂
妙

寺
の
歴
史
等
の
詳
細
な
説
明
を
い

た
だ
い
た
。

　

午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
中
川

法
政
理
事
長
が
座
長
と
な
り
理
事

会
が
開
会
。
開
会
に
先
立
ち
中
川

理
事
長
よ
り
令
和
三
年
十
一
月

十
三
日
に
ご
遷
化
さ
れ
た
法
華
宗

（
本
門
流
）
二
瓶
海
照
宗
務
総
長

（
門
下
連
合
会
常
任
理
事
）
の
増

円
妙
道
を
祈
り
、
玄
題
三
唱
が
な

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
題
に
沿
い
事
務
局

よ
り
上
半
期
の
事
業
報
告
、
京
都

門
下
連
合
会
、
大
阪
門
下
懇
話
会

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
報
告
さ

れ
、
続
い
て
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。

　

午
後
四
時
三
十
分
に
閉
会
。
例

年
、
理
事
会
後
に
催
さ
れ
る
懇
親

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
鑑
み
、
中
止
と
な
っ
た
。

　

次
回
開
催
は
顕
本
法
華
宗
総
本

山
妙
満
寺
を
予
定
し
て
い
る
。
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『
鎌
倉
日
蓮
堂
』
完
成
さ
る

　

令
和
三
年
十
二
月
九
日
（
木
）、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
て
「
鎌
倉

日
蓮
堂
」
の
落
慶
式
が
中
川
法

政
日
蓮
宗
宗
務
総
長
を
大
導
師

に
厳
修
さ
れ
た
。

　

日
蓮
宗
が
平
成
二
十
一
年
に

日
蓮
聖
人
辻
説
法
跡
（
国
柱
会

所
有
）
の
隣
接
地
を
取
得
し
、

同
地
の
建
設
計
画
を
検
討
す
べ

く
「
鎌
倉
布
教
拠
点
建
設
検
討

懇
談
会
」
を
発
足
。
そ
の
後
、

平
成
二
十
八
年
に
は
新
た
に
「
鎌

倉
布
教
拠
点
建
設
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
以
来
、
建
築
計
画

の
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
委
員

会
で
は
六
角
堂
の
御
堂
に
日
蓮

聖
人
ご
尊
像
を
ご
安
置
し
、
後

方
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備

え
た
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
が

決
定
し
、『
鎌
倉
日
蓮
堂
』
と

命
名
さ
れ
た
。
令
和
三
年
六
月

二
十
三
日
に
地
鎮
式
が
執
り
行

わ
れ
、
翌
二
十
四
日
よ
り
着
工

を
迎
え
た
こ
の
年
に
『
日
蓮
堂
』

が
落
慶
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、

正
に
時
と
機
が
熟
し
た
も
の
で

あ
り
、
誠
に
喜
ば
し
く
、
皆
様

と
共
に
参
列
で
き
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
柱
会
と
し
て
も
、
こ
の
辻

説
法
跡
地
を
世
界
平
和
の
発
信

基
地
と
し
て
、
私
た
ち
の
本
分

で
あ
る
『
一
天
四
海 

皆
帰
妙
法
』

の
願
行
成
就
に
向
か
い
、
皆
様

と
協
力
し
、
共
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
。」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
中
川
法
政
宗
務
総
長

は
「
平
成
二
十
一
年
、
宗
祖
布

教
の
聖
地
で
あ
る
此
の
地
を
取

得
し
て
よ
り
十
二
年
、
小
松
浄

慎
総
長
、
渡
邊
照
敏
総
長
、
小

林
順
光
総
長
、
と
三
代
の
時
を

超
え
、
遂
に
こ
の
浄
行
を
形
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

正
に
万
感
胸
に
迫
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

此
処
に
、
鎌
倉
日
蓮
堂
建
設

事
業
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
の
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

『
ま
ん
が
日
蓮
さ
ま
』
刊
行

　

令
和
三
年
十
月
十
三
日
、
宗

祖
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
に
あ
わ

せ
、『
ま
ん
が
日
蓮
さ
ま
』
が
法

華
宗
（
本
門
流
）
よ
り
刊
行
さ

れ
た
。
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
聖
誕

八
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
宗
門
機
関
誌
『
無
上
道
』

に
お
い
て
十
二
回
に
亘
り
連
載

し
、
好
評
を
得
て
い
た
大
聖
人

の
一
代
記
が
単
行
本
化
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
本
門
流
で
は
、
大
聖

人
七
〇
〇
遠
忌
を
記
念
し
て
学

習
マ
ン
ガ
が
刊
行
さ
れ
た
が
そ

れ
以
来
、
五
十
年
ぶ
り
の
作
成
、

発
刊
と
な
っ
た
。
原
作
は
、
元

法
華
宗
興
隆
学
林
学
林
長
の
三

浦
日
脩
先
生
に
よ
る
『
日
蓮
聖

人
略
伝
』。
脚
本
・
脚
色
を
『
無

上
道
』
編
集
部
員
が
行
い
、
作

画
は
牧
之
原
市
本
唱
寺
住
職
、

松
原
宏
宣
師
が
担
当
。
全
て
を

法
華
宗
僧
侶
の
手
に
よ
っ
て
作

り
上
げ
た
異
例
の
作
で
あ
る
。

　

内
容
は
聖
誕
か
ら
立
教
開
宗
、

数
々
の
法
難
、
弟
子
・
檀
越
の

教
化
、御
入
滅
ま
で
、時
に
笑
い
、

時
に
涙
し
、
時
に
大
音
声
で
教

化
す
る
大
聖
人
の
様
子
を
力
強

く
描
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
門
流
に
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
大
聖
人
と
土
地
の

領
主
小
早
川
内
記
と
の
盟
約
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
大
本
山
鷲

山
寺
（
千
葉
県
茂
原
市
）、
富
士

北
麓
の
信
者
に
請
わ
れ
て
お
書

き
に
な
っ
た
、
大
聖
人
染
筆
の

も
の
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で

あ
る
二
十
八
紙
大
曼
荼
羅
に
つ

い
て
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
宗
祖

伝
で
は
な
か
な
か
知
り
得
な
い

場
面
を
描
き
、
本
門
流
の
宗
祖

と
し
て
の
大
聖
人
の
姿
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

Ｂ
５
判
、
百
二
十
頁
超
に
及

ぶ
大
作
で
あ
り
、
重
要
な
場
面

は
カ
ラ
ー
を
用
い
て
作
画
さ
れ
、

宗
派
を
問
わ
ず
老
若
男
女
、
幅

広
い
世
代
に
大
聖
人
の
御
生
涯

と
お
姿
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
法
華
宗
（
本
門
流
）

宗
務
院
に
て
絶
賛
頒
布
中
。

　

問
い
合
わ
せ
は
宗
務
院
（
℡

〇
三
―
五
六
一
四
―
三
〇
五
五
）

ま
で
。

鎌倉 日蓮堂

国柱会 田中壮谷賽主による祝辞中川宗務総長による謝辞

さ
れ
た
。

　

設
計
に
は
椎
名

純
建
築
設
計
事

務
所
よ
り
建
築

家 

椎
名
純
氏
を
迎

え
、
施
工
を
松
井

建
設
株
式
会
社
に

選
定
。
ま
た
、
ご

奉
安
さ
れ
た
日
蓮

聖
人
ご
尊
像
は
総

本
山
身
延
山
の
ご

霊
木
を
用
い
、
柳

本
伊
左
雄
氏
（
身

延
山
大
学
特
任
教

授
）
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
。

　

式
中
で
は
来
賓

を
代
表
し
て
国
柱

会
賽
主 

田
中
壮
谷

氏
よ
り
「
大
聖
人

御
降
誕
八
〇
〇
年



（3）　令和 4 年 2 月 16 日 第 65 号日 聖人門連だより

日

宗
宗
務
院

管　
　
　

長　

菅 

野 

日 

彰

宗 
務 
総 

長　

田 

中 

恵 

紳

伝 

道 
局 
長　

柳 

下 

俊 

明

総 

務 

局 

長　

光 
岡 

潮 

慶

伝 

道 

部 

長　

藤 
田 
尚 

哉

教 

務 

部 

長　

川
久
保 
光 
隆

総 

務 

部 

長　

畑 　

 

栄 
明

財 

務 

部 

長　

山 

田 

光 

映

宗
務
総
長
室
長　

鶏 

内 

泰 

寛

現
代
宗
教
研
究
所
長　

赤 

堀 

正 

明

参　
　
　

与　

渡 
 

義 

生

参　
　
　

与　

田 

中 

智 

海

日
宗
新
聞
社
社
長　

安 

芸 

栄 

祥

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
三
二
―
一
五

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

https://w
w

w
.nichiren.or.jp

〒
146
｜

8544

法
華
宗（
本
門
流
）宗
務
院

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
一
九
―
一

電　

話　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://w
w

w
.hokkeshu.or.jp

〒
103
｜

0013

管　
　
　

長　

小 

西 

日 

遶

宗 

務 

総 

長　

金 

井 

孝 

顕

教 

学 

部 

長　

清 

水 

常 

光

布 

教 

部 

長　

三 

吉 

廣 

明

総 

務 

部 

長　

平 

田 

義 

生

財 

務 

部 

長　

久 

野 

晃 

秀

企 

画 

部 

長　

吉 

崎 

長 

生

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

管　
　
　

長　

大 

川 

日 

仰

宗 

務 

総 

長　

河 

野 

時 

巧

宗 

務 

次 

長　

小 

松 

正 

学

財 

務 

部 

長　

吉 

田 

諦 

規

布 

教 

部 

長　

小 

川 

正 

展

教 

務 

部 

長　

朝 

倉 

俊 

泰

庶 

務 

部 

長　

金 

坂 

正 

道

社 

会 

部 

長　

森 

田 

修 

應

法
華
宗（
陣
門
流
）宗
務
院

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

電　

話　

〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

〒
170
｜

0002

管　
　
　

長　

門 

谷 

日 

悠

宗 

務 

総 

長　

西 

山 

英 

仁

総 

務 

部 

長　

牧 

野 

秀 

成

企 

画 

部 

長　

金 

原 

孝 

宜

財 

務 

部 

長　

西 

山 

聡 

達

教 

学 

部 

長　

布 

施 

義 

高

教 

化 

部 

長　

松 

𠮷 

慶 

憲

宗 

務 

参 

事　

田 

中 

隆 

寛

本
門
佛
立
宗 

宗
務
本
庁

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

〒
602
｜

8377

宗 

務 

総 

長　

新 

井 

日 

現

宗
務
副
総
長　

永 

江 

日 

盡

宗
務
副
総
長　

谷 　

 

信 

一

教 

育 

局 

長　

植 

田 

日 

事

弘 

通 

局 

長　

山 

内 

日 

得

総 

務 

局 

長　

藤 

本 

日 

唱 

広 

報 

局 

長　

澤 

田 

日 

松

財 

務 

局 

長　

川
野
辺 

裕 

幸

奉 

賛 

局 

長　

柴 

﨑 

日 

布

日

本
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
606
｜

8362

管　
　
　

長　

丹 

治 

日 
遠

　
　
　
　
　
　

原 

田 

智 

光

　
　
　
　
　
　

柳 

下 

正 

則

法
華
宗（
真
門
流
）宗
務
庁

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

管　
　
　

長　

上 

田 

日 

献

宗 

務 

総 

長　

堀 

内 

浩 

善

総 

務 

部 

長　

坂 

本 

法 

保

教 

学 

部 

長　

峰 

尾 

泉 

栄

教 

化 

部 

長　

舟 

積 

法 

宏

社 

会 

部 

長　

水 

野 

智 

悠

財 

務 

部 

長　

堀 　

 

雅 

博

本
門
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入 

大
本
山
妙
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

管　
　
　

長　

別 

所 

日 

山

宗 

務 

総 

長　

香 

川 

日 

憲

総 

務 

部 

長　

増 

田 

隆 

雄

宗 

務 

部 

長　

吉 

村 

日 

彦

財 

務 

部 

長　

髙 

邉 

晶 

啓

教 

務 

部 

長　

山 

下 

揮 

正

庶 

務 

部 

長　

松 

本 

真 

隆

宗
教
法
人　

国 

柱 

会

東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
―
一
九
―
一
八

電　

話　

〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w

w
.kokuchukai.or.jp

〒
132
｜

0024

賽　
　
　

主　

田 

中 

壮 

谷

　
　
　
　
　
　

松 

浦 　

 

正

門
連
常
任
理
事　

森 

山 

真 

治

門 

連 

理 

事　

藤 

本 

坦 

孝

　
　
　
　
　
　

的 

場 

春 

奈

理　

事　

長

門 

連 

理 

事

「
門
連
だ
よ
り
」

編 

集 

委 

員

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
―
七

電　

話　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

〒
150
｜

0045
首　
　
　

座　

今 

井 

行 

康

責 

任 

役 

員　

木 

津 

博 

充

　
　

同　
　
　

川 

岸 

行 

孝

　
　

同　
　
　

武 

田 

隆 

雄

　
　

同　
　
　

長 

濱 

行 

豊

　
　

同　
　
　

行 

徳 

行 

得

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

宗 

務 

総 

長

財 

務 

部 

長

総 

務 

部 

長

教 

務 

部 

長

京
都
日

聖
人
門
下
連
合
会

京
門
連
事
務
局

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

顕
本
法
華
宗 

総
本
山 

妙
満
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

会　
　
　

長　

大 

川 

日 

仰

副　

会　

長　

上 

田 

日 

瑞

理　

事　

長　

土 

持 

栄 

孝

副 

理 

事 

長　

橋 

本 

一 

妙

大
阪
日

聖
人
門
下
懇
話
会

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
九
―
一
―
二
七

妙
法
寺
内

電　

話　

〇
六
（
六
七
六
一
）
七
三
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
七
六
一
）
六
六
四
九

〒
542
｜

0012

理　

事　

長　

伊 

藤 

信 

城

副 

理 

事 

長　

藤 

本 

経 

尚

顧　
　
　

問　

木 

下 

恵 

温

顧　
　
　

問　

藤 

村 

恵 

容
顧　
　
　

問　

門 

谷 

光 

瑞

顧　
　
　

問　

中 

村 

日 

游

顧　
　
　

問　

東 　

 

孝 

信

顧　
　
　

問　

佐 

野 

貫 

順



第 65 号 日 聖人門連だより 令和 4 年 2 月 16 日　（4）

日

宗
総
本
山　

身
延
山
久
遠
寺

法　
　
　

主　

内 

野 

日 

総

総　
　
　

務　

持 

田 

日 

勇

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電　

話　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
409
｜

2593

日

宗
大
本
山　

池
上
本
門
寺

貫　
　
　

首　

菅 

野 

日 
彰

執　

事　

長　

鈴 

木 

弘 

信

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

〒
146
｜

8576

顕
本
法
華
宗
総
本
山　

妙

満

寺

貫　
　
　

首　

大 

川 

日 

仰

総　
　
　

務　

土 

持 

栄 

孝

執　
　
　

事　

中 

村 

英 

司

執　
　
　

事　

湯 

原 

正 

純

執　
　
　

事　

藤 

本 

慧 

昌

執　
　
　

事　

足 

立 

幸 

謙

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山　

本

成

寺

貫　
　
　

首　

門 

谷 

日 

悠

　
　
　
　
　
　

事
務
員
一
同

新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
―
一
―
二
〇

電　

話　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

〒
955
｜

0845

法
華
宗（
真
門
流
）総
本
山　

本

隆

寺

貫　
　
　

主　

上 

田 

日 

献

執　

事　

長　

永 

岡 

悠 

希

執　
　
　

事　

笹 

木 

研 

吾

執　

事　

補　

矢 

放 

啓 

亮

参　
　
　

与　

本 

多 

信 

正

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

　
　
　

 

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447
本
門
法
華
宗
大
本
山　

妙

寺

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙

寺
前
町
八
七
五

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

貫　
　
　

首　

別 
所 
日 
山

執　

事　

長　

佐 

野 
充 
照

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

本
山
要
法
寺

貫　
　
　

首　

丹 

治 

日 

遠

執　

事　

長　

原 

田 

智 

光

執　
　
　

事　

柳 

下 

正 

則

〒
606
｜

8362

多
寶
富
士
山

日

本

宗京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

本
門
佛
立
宗
本
山　

宥

清

寺

　
　
　
　
　
　

髙 

須 

日 

良

執　

事　

長　

山 

下 

日 

翠

事 

務 

局 

長　

栢 

森 

良 

道

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
―
一

　

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一

〒
602
｜

8336

住　
　
　

職

二
十
六
世
講
有

京
都
八
本
山
会

会
本
・
本
山　
　

立
本
寺　

貫
首　

上 

田 

日 

瑞

大　

本　

山　
　

妙
顕
寺　

貫
首　

及 

川 

日 

周

大　

本　

山　
　

本
圀
寺　

貫
首　

早 

川 

日 

章

本　
　
　

山　
　

本
満
寺　

貫
首　

伊 

丹 

日 

章

本　
　
　

山　
　

本
法
寺　

貫
首　

瀬 

川 

日 

照

本　
　
　

山　
　

妙
覺
寺　

貫
首　

宮 

﨑 

日 

嚴

本　
　
　

山　
　

頂
妙
寺　

貫
首　

田 

中 

日 

淳

本　
　
　

山　
　

妙
傳
寺　

京  

都　

 

法
華
門
流
懇
話
会

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺　

貫
主　

上
田
日
献

顕
本
法
華
宗　
　
　

総
本
山
妙
満
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺　

貫
首　

桃
井
日
英

本
門
法
華
宗　
　
　

大
本
山
妙
蓮
寺　

貫
首　

別
所
日
山

日

本
宗　
　
　
　

本　

山
要
法
寺　

貫
首　

丹
治
日
遠

本
門
佛
立
宗　
　
　

本　

山
宥
清
寺　

講
有　

髙
須
日
良

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本　

山
本
禅
寺　

貫
首　

福
井
日
進

顕
本
法
華
宗　
　
　

本　

山
寂
光
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

日

宗
大
本
山　
　

  

清

澄

寺

千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
―
一

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

〒
299
｜

5505

別　
　
　

当　

金 
子 
日 

厚

執　

事　

長　

宮 
崎 
雅 
宣

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

日

聖
人

の
霊
場

出
家
得
度

立
教
開
宗

誕

生

寺

貫　
　
　

首　

石 

川 

日 

執　

事　

長　

角 

濵 

監 

鏡

千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

〒
299
｜

5501

宗
祖
御
降
誕
霊
場

日

宗
大
本
山

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
慶
讃

日

宗
霊
跡
本
山 

比
企
谷　

妙
本
寺

富
士
山
法
華
本
門
寺
根
源

貫　
　
　

首　

旭 　

 

日 

重

　
　
　
　
　
　

参 

与 

一 

同

執　

事　

長　

鈴 

木 

春 

雄

　
　
　
　
　
　

役 

課 

一 

同

〒
418
｜

0112

静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電　

話　

〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
四
（
五
八
）
〇
三
〇
三

日
興
上
人
御
聖
廟

日

宗
大
本
山

日

宗
大
本
山　

中
山
法
華
経
寺

貫　
　
　

首　

新 

井 

日 

湛

参　
　
　

与　

田 

代 

浩 

敬

参　
　
　

与　

植 

田 

観 

樹

参　
　
　

与　

松 

本 

慈 

恵

参　
　
　

与　

關 　

 

観 

亮

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
―
一
〇
―
一

電　

話　

〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
272
｜

0813

堀
之
内
妙
法
寺

山　
　
　

主　

山 

田 

日 

潮

東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
―
四
八
―
八

電　

話　

〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

〒
166
｜

0013

や
く
よ
け
祖
師

日

宗
本
山

藻

原

寺

貫　
　
　

首　

持 

田 

日 

勇

総　
　
　

務　

増 

田 

寶 

泉

執　
　
　

事　

冨 

永 

一 

道

執　
　
　

事　

中 

川 

貫 

泰

千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
297
｜

0026

日

門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日

宗
本
山
東
身
延

瑞

輪

寺

貫　
　
　

首　

井 

上 

日 

修

執　

事　

長　

稲 

荷 

泰 

雅

東
京
都
台
東
区
谷
中
四
―
二
―
五

電　

話　

〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
110
｜

0001

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

日

宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

〒
248
｜

0007

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
一
―
一
五
―
一

電　

話　

〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

貫　
　
　

首　

鈴 

木 

日 

敬

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山　

光

長

寺

貫　
　
　

首　

 

井 

日 

鳳

　
　
　
　
　
　

久
保
木
学
洋

辻　

之　

坊　

石 

岡 

顕 

洋

東　

之　

坊　

石 

田 

智 

宏

南　

之　

坊　

浦 

邉 

法 

善

西　

之　

坊　

宮 

村 

光 

明

書　
　
　

記　

上 

野 

孝 

教

静
岡
県
沼
津
市
岡
宮
一
〇
五
五

電　

話　

〇
五
五
（
九
二
一
）
〇
四
八
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
（
九
二
一
）
〇
七
三
六

〒
410
｜

0011

旭
が
森
銅
像
建
立
一
〇
〇
年
（
令
和
四
年
）

執　

事　

長

山　

本　

坊



（5）　令和 4 年 2 月 16 日 第 65 号日 聖人門連だより

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

就
任
　
退
任

令
和
三
・
一
〇
・
一
三

永
江
日
盡

加
藤
日
感

本
門
佛
立
宗

常
任
理
事
　
　
　

退
任

就
任

令
和
三
・
一
〇
・
一
三

江
口
淳
節

山
内
良
鷲

本
門
佛
立
宗

理
事

　
　
　

退
任

就
任

令
和
三
・
一
二
・
一
九

中
川
法
政

木
内
隆
志

日
蓮
宗

理
事
長

常
任
理
事
　
　
　

退
任

　
　
　

退
任

令
和
三
・
一
二
・
二
〇

田
中
恵
紳

鶏
内
泰
寛

日
蓮
宗

理
事

常
任
理
事

就
任

就
任

令
和
四
・
一
・
一

橋
本
一
妙

土
持
栄
孝

京
門
連

常
任
理
事
　
　
　

退
任

就
任

令
和
四
・
一
・
一

佐
野
充
照

橋
本
一
妙

京
門
連

理
事

　
　
　

退
任

就
任

令
和
四
・
一
・
二
〇

金
井
孝
顕

法
華
宗
（
本
門
流
）
常
任
理
事

就
任

▼
人
事（
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
）

▼
御
遷
化

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

令
和
三
・
一
一
・
一
三

二
瓶
海
照

法
華
宗
（
本
門
流
）
常
任
理
事

令
和
四
・
一
・
二
六

奥
邨
正
寛

日
蓮
宗

顧
問

　
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要

　

十
月
二
日
、
京
都
市
上
京
区
日

蓮
宗
本
山
妙
覺
寺
に
於
い
て
、
京

都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
主
催
・

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
本
山
会
後
援

の
も
と
宗
祖
御
入
滅
第
七
百
四
十

年
御
会
式
法
要
を
執
り
行
っ
た
。

　

当
日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
に
恵

ま
れ
三
十
度
近
い
暑
い
日
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
秋
晴
れ
の
中
、
宮
崎

日
嚴
猊
下
大
導
師
、
橋
本
一
妙
・

佐
野
充
照
正
副
理
事
長
を
脇
導
師

に
法
要
を
開
式
し
た
。

　

門
下
本
山
会
各
貫
首
猊
下
、
京

都
門
連
役
員
、
ま
た
有
縁
の
関
係

各
聖
約
五
十
人
が
異
体
同
心
で
宗

祖
の
遺
徳
を
偲
び
、
お
題
目
を
唱

え
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓

延
が
収
ま
ら
な
い
中
で
の
法
要
で

あ
っ
た
為
、
三
密
を
避
け
檀
信
徒

は
無
参
拝
と
し
、
唱
題
行
脚
や
万

灯
練
り
供
養
、
さ
ら
に
法
話
も
中

止
さ
れ
た
。

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会

事
業
開
催

　
第
三
十
四
回
総
会

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
の
た
め
令
和
二
年
度
同
様
、

「
顧
問
・
理
事
会
」
を
総
会
代
行

と
し
て
開
催
予
定
も
、
緊
急
事
態

宣
言
下
と
い
う
状
況
を
考
慮
し
、

書
面
に
よ
る
議
決
を
行
う
。
令
和

二
年
度
活
動
・
決
算
報
告
と
令
和

三
年
度
活
動
計
画
等
、
全
議
案
に

つ
い
て
顧
問
・
理
事
全
員
の
承
認

を
以
て
可
決
・
了
承
さ
れ
た
。

第
二
十
九
回
　
報
恩
合
同
御
会

式

　

令
和
三
年
十
一
月
十
四
日（
日
）

午
後
三
時
よ
り
、
大
阪
市
中
央
区

谷
町
・
法
華
宗
本
門
流
妙
法
寺
に

お
い
て
、
伊
藤
信
城
理
事
長
を
導

師
に
奉
行
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止

の
観
点
か
ら
、
檀
信
徒
は
参
詣
せ

ず
、
執
行
部
・
顧
問
・
理
事
十
五

名
の
み
で
修
行
し
た
。

　
第
三
十
二
回
研
修
会

　

毎
年
度
、
年
末
に
懇
親
を
兼
ね

て
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）

に
開
催
予
定
。
開
催
場
所
は
、
大

阪
市
中
央
区
谷
町
・
妙
法
寺
。
講

師
は
法
華
宗
本
門
流
・
堺
顕
本
寺

住
職
・
菅
原
善
隆
師
。
講
題
は『
日

蓮
門
下
と
三
好
氏
（
仮
題
）』。

第
二
十
四
回
　
本
山
由
緒
寺
院

参
拝
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

令
和
元
年
度
事
業
で
あ
っ
た
が

催
行
延
期
さ
れ
て
い
た
「
日
蓮
宗

本
山
・
立
本
寺
お
よ
び
伏
見
桃
山

御
陵
参
拝
（
伏
見
散
策
）」
を
令

﹁
思
想
と
し
て
の
法
華
経
展

～
監
修
：
仏
教
思
想
研
究

家
植
木
雅
俊
﹂
公
式
展
示

図
録
好
評
販
売
中

　

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て

令
和
三
年
七
月
十
日
よ
り
開
催
中

の
「
思
想
と
し
て
の
法
華
経
展
」

展
示
図
録
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の

展
示
は
高
祖
日
蓮
大
士
御
降
誕

八
〇
〇
年
慶
讃
記
念
展
示
と
し
て

仏
教
思
想
研
究
家
植
木
雅
俊
氏
の

監
修
に
て
開
催
さ
れ
て
い
る
（
開

期
は
令
和
四
年
二
月
十
六
日
ま

で
）。

　

植
木
氏
は
一
九
九
一
年
よ
り
東

方
学
院
中
村
元
氏
の
も
と
で
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
学
び
、「
梵
漢

和
対
照
・
現
代
語
訳
法
華
経
」
や

「
日
蓮
の
手
紙
」
な
ど
の
著
書
を

持
つ
。

　

本
展
示
は
植
木
氏
の
著
書
「
思

想
と
し
て
の
法
華
経
」
を
中
心
に
、

「
法
華
経
」
に
込
め
ら
れ
た
思
想
、

編
纂
の
背
景
や
意
図
、
普
遍
的
な

教
え
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
刊
行
さ
れ
た
図
録
に
は
展

示
さ
れ
て
い
た
第
一
章
か
ら
第
五

章
ま
で
が
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
は

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

事
業
開
催

特
別
付
録
と
し
て
令
和
三
年
十
一

月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別

講
演
会
の
講
演
録
が
特
別
付
録
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
特

別
展
示
物
の
長
谷
川
等
伯
「
法
華

経
曼
荼
羅
絵
図
」「
善
女
竜
王
図
」、

勝
海
舟
書
の
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」、
宮
沢
賢
治
の
遺
言
に
よ
っ

て
出
版
さ
れ
た
「
国
訳
妙
法
蓮
華

経
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
図
録
は
京
都
佛
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
て
販
売
中
。
価

格
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

（
一
〇
〇
〇
円
）、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
（
一
三
〇
〇
円
）。

　

京
都
佛
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ

和
四
年
三
月
二
十
八
日
に
催
行
予

定
。
催
行
決
定
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
蔓
延
状
況
を
鑑
み
、
二
月
末
に

執
行
部
に
て
判
断
す
る
。

（https://store.shopping.
yahoo.co.jp/hbsm

useum
/

）

訃
報門

下
連
合
会
常
任
理
事

二
瓶
海
照
上
人
御
遷
化

　

門
下
連
合
会
常
任
理
事
、
二
瓶

海
照
上
人
が
去
る
令
和
三
年
十
一

月
十
三
日
に
遷
化
さ
れ
た
。
世
壽

七
十
七
歳
。
昭
和
四
十
年
に
富
山

県
信
行
寺
住
職
に
就
任
。
平
成

二
十
一
年
よ
り
三
期
（
十
二
年
）

に
亘
り
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務

総
長
を
務
め
ら
れ
た
。

門
下
連
合
会
顧
問

奥
邨
正
寛
上
人
御
遷
化

　

門
下
連
合
会
顧
問
、
奥
邨
正

寛
上
人
が
去
る
令
和
四
年
一
月

二
十
六
日
に
遷
化
さ
れ
た
。
世

壽
八
十
八
歳
。
昭
和
五
十
三
年
に

大
阪
府
正
蓮
寺
住
職
に
就
任
。
平

成
五
年
に
日
蓮
宗
宗
務
総
長
に
就

任
。
門
下
連
合
会
理
事
長
、
日
蓮

宗
大
本
山
清
澄
寺
別
当
、
日
蓮
宗

宗
務
顧
問
、
大
阪
日
蓮
聖
人
門
下

懇
話
会
顧
問
等
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
た
。
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令
和
三
年

♦
一
月
十
日
〜

一
月
二
十
二
日　

核
兵
器
禁
止
条
約

発
効
の
日
を
め
ざ
す
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
連
に
向
け
て
）
平
和
行
進
を
歩

む
。

♦
二
月
二
十
五
日　

悲
母
行
阿
院
日

蘇
大
法
尼
第
九
十
二
回
忌
追
孝
報
恩

法
要
を
静
岡
県
熱
海
道
場
に
て
厳

修
。

♦
二
月
十
一
日
〜
三
月
一
日　

二
〇

二
一
ビ
キ
ニ
デ
ー
東
京
〜
焼
津
平
和

行
進
を
歩
む
。

♦
二
月
十
六
日 

小
湊
仏
舎
利
塔

五
十
周
年
記
念
法
要
を
厳
修
。

♦
四
月
二
十
九
日 

恩
師
行
勝
院
日

達
聖
人
第
三
十
七
回
忌
追
孝
報
恩
大

法
要
を
千
葉
県
清
澄
山
道
場
に
て
厳

修
。

◆
六
月
四
日
〜
六
月
二
十
三
日　

二

〇
二
一
東
ア
ジ
ア
平
和
行
進
・
沖
縄

島
を
歩
む

♦
七
月
四
日
〜
八
月
九
日　

二
〇
二

一
東
京
〜
広
島
・
長
崎
平
和
行
進
を

歩
む
。

♦
八
月
六
日　

広
島
仏
舎
利
塔
五
十

五
周
年
記
念
法
要
を
厳
修
。

♦
八
月
八
日　

長
崎
仏
舎
利
塔
五
十

一
周
年
記
念
法
要
を
厳
修
。

♦
八
月
二
十
四
日　

西
天
開
教
第

九
十
一
周
年
記
念
法
要
を
静
岡
県
熱

海
道
場
に
て
厳
修
。

♦
九
月
十
二
日　

佐
渡
仏
舎
利
塔
第

四
十
周
年
記
念
法
要
を
厳
修
。

♦
十
月
三
日　

水
俣
仏
舎
利
塔
落
慶

法
要
を
厳
修
。

♦
十
月
二
十
五
日　

イ
ン
ド
国
王
舎

城
仏
舎
利
塔
第
五
十
二
周
年
記
念
法

要
を
厳
修
。

♦
十
一
月
一
日　

イ
ン
ド
国
ダ
ー
ジ

リ
ン
仏
舎
利
塔
第
二
十
九
周
年
記
念

法
要
を
厳
修
。

♦
十
二
月
二
十
一
日　

ネ
パ
ー
ル
国

ル
ン
ビ
ニ
仏
舎
利
塔
第
二
十
周
年
記

念
法
要
を
厳
修
。

♦
十
二
月
二
十
五
日　

ネ
パ
ー
ル
国

ポ
カ
ラ
仏
舎
利
塔
第
二
十
周
年
記
念

法
要
を
厳
修
。

（
江
上
彰
）

令
和
四
年
度
行

事
予
定

◆
一
月
十
七
日
（
月
）
新
年
理
事
会

（
本
能
寺
大
宝
殿
）
今
年
度
会
長
大

川
日
仰
猊
下
、
副
会
長
上
田
日
瑞
猊

下
、
理
事
長
土
持
栄
孝
師
、
副
理
事

長
橋
本
一
妙
師
。

◆
二
月
十
六
日
（
水
）
総
会
（
顕
本

法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
）。

◆
同
日　

御
降
誕
会
（
顕
本
法
華
宗

総
本
山
妙
満
寺
）
導
師
妙
満
寺
貫
首

大
川
日
仰
猊
下
、
講
師
日
蓮
宗
本
山

貫
首
猊
下
。

◆
三
月
七
日
（
月
）
理
事
会
（
本
能

寺
大
宝
殿
）
立
教
開
宗
会
の
件
夏
季

大
学
の
件
。

◆
四
月
二
十
八
日
（
木
）
立
教
開
宗

会
（
比
叡
山
横
川
定
光
院
）
導
師
法

華
宗
本
山
貫
首
猊
下
、
講
師
日
蓮
宗

布
教
師
、
後
観
光
。

◆
六
月
六
日
（
月
）
理
事
会
（
本
能

寺
大
宝
殿
）
夏
季
大
学
の
件
、
御
会

式
の
件
。

◆
六
月
中
旬
予
定　

門
下
本
山
会
主

伴
会　

当
番
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙

満
寺
。

◆
六
月
頃
予
定　

全
門
連
身
延
理
事

会
（
身
延
山
久
遠
寺
）
会
長
、
理
事

長
等
出
席
予
定
。

◆
八
月
二
十
七
日
（
土
）
夏
季
大
学

（
ホ
テ
ル
本
能
寺
三
階
）
講
師
大
川

日
仰
猊
下
（
総
本
山
妙
満
寺
貫
首
）

そ
の
他
講
師
未
定
。

◆
同
日　

理
事
会（
本
能
寺
大
宝
殿
）

御
会
式
の
件
。

◆
九
月
三
十
日
（
金
）
御
会
式
奉
行

委
員
会
（
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満

寺
）
御
会
式
準
備
、
打
合
せ
。

◆
十
月
一
日
（
土
）
御
会
式
（
顕
本

法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
）
導
師
妙
満

寺
貫
首
大
川
日
仰
猊
下
、
講
師
日
蓮

宗
本
山
貫
首
猊
下
。

◆
十
月
下
旬
予
定　

全
門
連
京
都
理

事
会
（
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満

寺
）。

◆
十
二
月
中
旬
予
定　

理
事
会
（
本

能
寺
大
宝
殿
）
行
事
報
告
、
会
計
報

告
の
件
。

◆
十
二
月
下
旬
予
定　

門
下
本
山
会

主
伴
会　

当
番
日
蓮
宗
本
山
立
本

寺
。

◆
十
二
月
二
十
四
日
（
土
）
会
計
監

査
（
日
蓮
宗
宗
務
所
）。（

永
岡
龍
明
）

◆
十
二
月
二
十

日　

田
中
恵
紳

宗
務
総
長
就
任
に
伴
い
、
新
た
に
宗

務
役
員
も
決
定
。
伝
道
局
長
に
柳
下

俊
明
師
、総
務
局
長
に
光
岡
潮
慶
師
、

伝
道
部
長
に
藤
田
尚
哉
師
、
教
務
部

長
に
川
久
保
光
隆
師
、
総
務
部
長
に

畑
栄
明
師
、
財
務
部
長
に
山
田
光
映

師
、宗
務
総
長
室
長
に
鶏
内
泰
寛
師
、

現
代
宗
教
研
究
所
長
に
赤
堀
正
明

師
。
ま
た
日
蓮
宗
新
聞
社
社
長
に
は

安
芸
栄
祥
師
が
就
任
し
た
。

（
大
澤
宏
明
）

◆
十
一
月
十
三

日　

法
華
宗（
本

門
流
）
宗
務
総
長
、
二
瓶
海
照
台
下

（
廣
大
院
日
照
上
人
）
遷
化
。
法
寿

七
十
七
歳

◆
十
二
月
九
日　

法
華
宗（
本
門
流
）

宗
務
総
長
、
二
瓶
海
照
台
下
（
廣
大

院
日
照
上
人
）、
法
華
宗
宗
務
院
、

学
校
法
人
法
華
学
園
合
同
葬
を
法
華

宗
管
長
、
大
本
山
本
興
寺
御
貫
首

小
西
日
遶
猊
下
御
導
師
の
も
と
奉
修

（
於
：
大
本
山
本
興
寺
）

令
和
四
年

◆
一
月
二
十
日　

第
二
十
代
宗
務
総

長
に
神
戸
感
應
寺
住
職
、
金
井
孝
顕

上
人
が
就
任
。
任
期
は
四
年

◆
二
月
十
四
日　

興
隆
学
林
専
門
学

校
後
期
授
業
開
始

◆
三
月
四
日　

興
隆
学
林
専
門
学
校

令
和
三
年
度
卒
業
式

◆
三
月
十
一
日　

東
日
本
大
震
災
慰

霊
・
東
京
大
空
襲
慰
霊
法
要
（
於
：

法
華
宗
宗
務
院
）

◆
四
月
五
日　

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
聖

誕
八
百
年
記
念
法
要
（
於
：
大
本
山

光
長
寺
）

◆
四
月
十
一
日　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

慰
霊
法
要

◆
四
月
十
二
日　

興
隆
学
林
専
門
学

校
令
和
四
年
度
入
学
式

◆
五
月
十
三
日　

第
百
四
十
代
法
華

宗
管
長
に
大
本
山
本
能
寺
御
貫
首
、

桃
井
日
英
猊
下
が
就
任

◆
六
月
四
〜
五
日　

宗
祖
日
蓮
大
聖

人
聖
誕
八
百
年
記
念
法
要
（
於
：
大

本
山
本
能
寺
）

◆
六
月
十
一
日　

宗
祖
日
蓮
大
聖
人

聖
誕
八
百
年
記
念
法
要
並
び
に
新
本

堂
落
慶
法
要
（
於
：
大
本
山
鷲
山
寺
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
予
定
を
含
み
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
各
御
本
山
も

し
く
は
宗
務
院
（03-5614-3055

）

ま
で

（
芹
澤
寛
隆
）

◆
十
月
二
十
九

日
（
金
）、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
全
国
布
教
師
研

修
会
並
び
に
布
教
師
会
総
会
開
催
さ

れ
た
。
研
修
会
で
は
、特
命
布
教
師
・

川
崎
英
真
師
（
千
葉
・
龍
教
寺
）
を

講
師
に
迎
え
、「
御
本
尊
集
・
史
料

集
に
つ
い
て
の
説
明
」
と
題
す
る
講

義
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
四
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン

に
お
い
て
東
部
・
西
部
教
区
合
同
布

教
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
外
部
講

師
・
大
谷
栄
一
教
授
（
京
都
・
佛
教

大
学
）
を
講
師
に
迎
え
、「
本
多
日

生
上
人
の
生
涯
と
立
正
大
師
諡
号
宣

下
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

（
多
門
正
崇
）

◆
九
月
六
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
、
宗
内
全

教
師
を
対
象
と
し
た
中
央
行
学
講
習

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。

開
講
式
に
引
き
続
き
第
一
講
義
で
は

宗
学
研
究
所
所
員
竹
内
敬
雅
先
生
に

よ
る
「
人
口
減
少
社
会
と
法
華
宗
の

未
来
」、
第
二
講
義
で
は
花
野
充
道

先
生
に
よ
る
「
現
代
に
お
け
る
本
迹

一
致
勝
劣
論
争
」
の
講
題
で
お
話
頂

い
た
。
多
人
数
同
時
接
続
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
会
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た
が
無
事
終
了
し
た
。

◆
十
一
月
十
五
日
、
研
究
発
表
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
五
日
、
宗
学
研
究
所
所

員
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ

た
。

◆
十
一
月
十
六
日
、
学
林
教
授
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
六
日
、
布
教
研
究
所

所
報
編
集
会
議
が
宗
務
院
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
二
日
〜
三
日
、
新
住
職
・

学
生
・
沙
弥
合
同
研
修
会
が
昨
年
同

様
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講
さ
れ
た
。
教

学
だ
け
で
な
く
、
講
師
の
体
験
を
交

え
た
布
教
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
の

講
義
や
弁
護
士
に
よ
る
寺
院
と
法
律

に
関
す
る
講
義
を
受
け
、
新
住
職
は

研
鑽
に
励
ん
だ
。

（
竹
内
敬
雅
）

◆
去
る
１
月
30

日
、
法
寿
90
歳

を
も
っ
て
ご
遷
化
あ
そ
ば
さ
れ
た
佛

立
第
24
世
講
有
・
小
山
日
誠
上
人
の

宗
葬
儀
が
、
令
和
３
年
９
月
29
日
、

本
山
宥
清
寺
御
宝
前
に
お
い
て
、
佛

立
第
26
世
講
有
日
良
上
人
導
師
の
も

と
、
宗
門
諸
役
員
は
じ
め
、
本
山
並

び
に
ご
自
坊
・
清
雄
寺
の
ご
信
者
代

表
等
の
参
列
の
も
と
、
厳
か
に
営
ま

れ
た
。　

◆
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
「
学
徒

研
修
会
」・「
見
習
い
教
務
養
成
所
」

が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
約
30
名
の

参
加
で
あ
っ
た
。
本
来
は
本
山
・
宥

清
寺
を
会
場
に
開
催
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
昨
年
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
と
な
っ
た
。
実
際
に
本
山
に
て
一

同
に
会
し
て
の
研
修
に
劣
ら
な
い
中

身
の
濃
い
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が
展
開

さ
れ
た
。

◆
10
月
13
日
よ
り
宗
務
総
長
に
新
井

日
現
導
師
が
就
任
さ
れ
内
局
が
発
足

さ
れ
た
。
期
間
は
、
令
和
６
年
10
月

12
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
る
。

◆
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
11
月
28

日
、
仏
教
思
想
研
究
家 

植
木
雅
俊

　

第
２
回
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
展
示
の
開
催
を
記
念
し
て
、

７
月
11
日
に
展
示
監
修
の
仏
教
思
想

研
究
家
・
植
木
雅
俊
先
生
の
特
別
講

演
会
が
好
評
で
、
さ
ら
な
る
深
い
お

話
を
望
む
有
り
難
い
お
声
を
い
た
だ

い
た
た
め
、
こ
の
た
び
第
２
回
特
別

講
演
会
を
開
催
が
実
現
さ
れ
た
。

（
松
本
現
薫
）

◆
九
月
九
日
、

宗
務
庁
に
於
い

て
新
内
局
の
発
足
。

◆
十
月
六
日
〜
十
四
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、
秋
季
学
林
開
講
。

◆
十
月
十
二
〜
十
三
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、
秋
季
大
会
奉
修
。

御
会
式
法
要
、
戦
没
者
追
悼
平
和
祈

願
法
要
の
他
、
三
名
の
新
説
式
（
初

転
法
輪
）
挙
行
。

◆
十
二
月
二
日
〜
三
日
、「
令
和
三

年
度
定
期
宗
会
」
開
催
。

◆
一
月
一
日
〜
八
日
、
総
本
山
本
隆

寺
に
於
い
て
、
年
頭
国
祷
会
・
法
華

八
講
開
催
。

（
矢
放
啓
亮
）

◆
十
月
十
二

日
、
大
本
山
妙

蓮
寺
（
別
所
日
山
貫
首
）
に
於
い
て
、

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要
を
奉

修
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺

に
於
い
て
御
開
山
日
像
菩
薩
御
報
恩

法
要
並
び
に
三
師
会
・
歴
代
上
人
法

要
を
奉
修
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
（
渡
辺
日
恩
学

院
長
）
第
百
七
十
九
回
教
学
講
習
会

を
十
一
月
三
十
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
講
。

◆
機
関
紙
『
信
行
』
第
百
九
十
六
号
、

布
教
誌
『
生
き
る
』
第
七
十
七
号
、

を
一
月
一
日
に
発
行
。

（
吉
村
光
敬
）

◆
令
和
三
年

八
月
一
日
、

月
旦
大
国
祷
。
十
五
日
、
盂
蘭
盆

開
顕
大
供
養
会
。
十
七
日
、
恩
師

忌
。
二
十
六
日
、
田
中
香
浦
先
生
第

二
十
六
回
忌
追
善
法
要
。

◆
九
月
一
日
、月
旦
大
国
祷
。
十
日
、

坂
井
道
夫
講
師
正
葬
儀
（
於
、
国
柱

会
九
州
地
方
連
合
局
妙
梳
舎
）
に
賽

主
出
向
厳
修
。
門
連
機
関
紙
編
集
委

員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
に
、
森

山
真
治
編
集
委
員
出
席
。
十
二
日
、

龍
口
法
難
会
慶
讃
法
要
。
十
六
日
、

門
連
身
延
理
事
会
（
於
、
大
祖
廟
・

久
遠
寺
）
に
、
森
山
真
治
常
任
理
事

出
席
。十
七
日
、恩
師
忌
。二
十
三
日
、

秋
季
彼
岸
大
供
養
会
。

◆
十
月
一
日
、月
旦
大
国
祷
。
十
日
、

佐
渡
法
難
会
慶
讃
法
要
。
十
二
日
、

日
蓮
聖
人
御
逮
夜
法
要
。

十
三
日
、
日
蓮
聖
人
鶴
林
会
報
恩
大

法
要
。
十
七
日
、
恩
師
忌
・
妙
宗
大

霊
廟
例
月
供
養
会
。

◆
十
一
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
三

日
、
明
治
節
慶
讃
法
要
・
賽
主
以
下

有
志
明
治
神
宮
代
表
参
拝
。十
一
日
、

小
松
原
法
難
会
慶
讃
法
要
。十
六
日
、

恩
師
田
中
智
学
先
生
御
逮
夜
法
要
。

十
七
日
、
恩
師
田
中
智
学
先
生
第

八
十
三
遠
忌
報
恩
大
法
要
。十
八
日
、

全
国
定
例
協
議
員
会
。
二
十
一
日
、

妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。
二
十
九

日
、
門
連
機
関
紙
編
集
委
員
会
（
日

蓮
宗
宗
務
院
）
に
、
的
場
春
奈
編
集

委
員
出
席
。

◆
十
二
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。

十
八
日
、妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。

中
央
同
志
憶
年
会
。
三
十
一
日
、
福

茶
の
会
。
送
旧
迎
新
式
。（森

山
真
治
）

日
　
　
　
宗

本
門
佛
立
宗

京
都
門
下
連
合
会

法
華
宗（
陣
門
流
）

日
本
山
妙
法
寺

法
華
宗（
本
門
流
）

顕
本
法
華
宗

法
華
宗（
真
門
流
）

本
門
法
華
宗

国

柱

会


